
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

ベッドからの離床業務負担を軽減

装着型移乗介助機器の導入※により介護職員の身体
的負担軽減！

・介助者の離床業務をアシストする装着型移乗介助機器を導入したことで労働環境が改善され、介護労働者の
身体的負担が軽減し、就業意欲の向上にもつながり離職率が低下した。

・求人をする際に、職場環境の良さを積極的にＰＲすることができるようになった。
・介護職員の負担が減ったことで、残業時間が短縮し、36協定の上限を引き下げた※。

要介護者をベッドから抱き起こして車いすに乗せる作業（離床作業）は、介護労働者の身体的負担が大きく、腰痛等の
リスクが高いだけでなく、長時間労働の要因ともなっていたため、介護労働者の身体的負担の軽減に取り組んだ。

介護業向け

業種：介護業 従業員数：2２名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。

■ 本 部：名古屋市熱田区三本松町３－１ ☎０１２０－８６８６０４
hatarakikata@aichi-sr.com

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内） ☎０８００－２００－５２６２
hatarakikatatoyo@aichi-sr.com
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～時短・生産性を向上させる工夫～
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介護業務は身体的負担が大き
く、それが離職理由になるこ
ともあるんです。

介護労働者の作業
負担を減らさなけ
ればなりませんね。

実際、介護業務は
重労働ですからね。

ロボット技術を用いて介助者のパワーアシストを行う装
着型の機器も登場しています。
これを導入すれば、労働者の負担軽減にもつながります
し、人手不足解消に役立つのではないでしょうか。

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
「36協定上限引下げ★＋設備投資★★＝★★★」に該当

No.119

重労働作業の一つは、要介護者を
ベッドから抱き起して車いすに乗せ
る、いわゆる離床作業なんです。
腰への負担も非常に大きく、腰痛に
もつながってしまいます。

装着型移乗介助機器を導入した結果、介護労
働者の身体的負担が軽減し、従業員の定着促
進につながった。
また、腰痛災害も減りました。

【装着型移乗介助機器】
ベッド、車いす、便器の
間の移乗に用いることが
でき、介助者の腰の負担
軽減を行うことができる。

【機器導入費用の一部を助成】
○人材確保等支援助成金
（介護福祉機器助成コース）
・介護福祉機器の導入費用に対する助成金
→支給対象費用の25％（上限150万円）
・離職率の低下目標を達成に対する助成金
→支給対象費用の20％〈35％〉

（上限150万円）
注：〈〉は生産性要件を満たす場合の助成額
◆助成金には一定の要件があります。アシストスーツに

よりパワーアップ！

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/_120129/_120163/_120186.html

